
 

 

２０２３年８月２２日 

 

ヤクルトグループの脱炭素に向けた取り組みを国内外で拡大 
 

 

株式会社ヤクルト本社（社長 成田 裕）は、グループ国内全生産工場において、使用する購

入電力をＣＯ２フリー電力（発電時にＣＯ２を排出しない電力）に切り替えましたのでお知らせ

します。 

２０２２年４月から順次進めているＣＯ２フリー電力への切り替えにより、２０２３年度の切

り替え事業所（５事業所）・関係会社（１工場、４事業所）を含めて年間約３８，０００ｔの 

ＣＯ２排出量の削減が見込まれます。 

また、２００８年度から国内外で太陽光発電設備の導入を積極的に展開しており、２０２３

年度は国内では株式会社岡山和気ヤクルト工場（約７００ｋＷ、２０２２年度までに約３００

ｋＷすでに導入）、海外ではマレーシアヤクルト株式会社の本社・工場（約７００ｋＷ）、ベトナ

ムヤクルト株式会社の工場（約４８０ｋＷ）、天津ヤクルト株式会社の工場（約１，１００ｋＷ）

で合計約３ＭＷの導入を計画しています。 

２００８年度の導入から２０２３年度の計画分も含めると合計約７ＭＷとなり、年間約４，０

００ｔのＣＯ２排出量の削減が見込まれます。 

ヤクルトグループでは、「環境ビジョン２０５０」の達成に向けて、今後も再生可能エネル  

ギーのさらなる導入や省エネルギー化を推進し、コーポレートスローガンである「人も地球も

健康に」に基づき、地球環境の保全に積極的に貢献していきます。 

 なお、ＣＯ２フリー電力への切り替え事業所および太陽光発電設備設置事業所は下記のとおり

です。 

記 

 

１．ＣＯ２フリー電力への切り替え事業所（計３０事業所）※１  

[網掛けは生産工場(グループ国内全生産工場)] 

[下線事業所は２０２３年度から切り替え] 

（１）株式会社ヤクルト本社（計１４事業所：７工場、７事業所） 

   福島工場、茨城工場、富士裾野工場、兵庫三木工場、佐賀工場、 

湘南化粧品工場、富士裾野医薬品工場 

本店、北海道支店、東日本支店※２、首都圏支店※２、中日本支店、医薬札幌支店、 

東京物流センター 



 

 

（２）生産子会社工場（計５事業所：５工場） 

   株式会社岩手ヤクルト工場、株式会社千葉ヤクルト工場、株式会社愛知ヤクルト工場、 

   株式会社岡山和気ヤクルト工場、株式会社福岡ヤクルト工場 

（３）関係会社（計１１事業所：５工場、６事業所） 

   ヤクルト商事株式会社※２、株式会社ヤクルト・マネジメント・サービス※２、 

   株式会社ヤクルトマテリアル※２、ヤクルト薬品工業株式会社※２、 

株式会社ヤクルトマテリアル（富士裾野工場）、 

ヤクルト食品工業株式会社（本社・工場、横武工場）、 

ヤクルトヘルスフーズ株式会社（本社・大分真玉工場）、株式会社はこだてわいん（工場） 

 

２．太陽光発電設備設置事業所（計２３事業所）※１  

[下線事業所は２０２３年度中に設置・増設予定] 

（１）株式会社ヤクルト本社（計７事業所：６工場、１事業所） 

   福島工場、茨城工場、富士裾野工場、兵庫三木工場、佐賀工場、富士裾野医薬品工場、 

中央研究所 

（２）販売会社（計２事業所） 

   千葉県ヤクルト販売株式会社、株式会社ヤクルト東海 

（３）生産子会社工場（計４事業所：４工場） 

   株式会社岩手ヤクルト工場、株式会社愛知ヤクルト工場、 

   株式会社岡山和気ヤクルト工場、株式会社福岡ヤクルト工場 

（４）関係会社（計１０事業所：８工場、２事業所） 

  ①国内（計３事業所：２工場、１事業所） 

   株式会社ヤクルトマテリアル（富士裾野工場）、ヤクルト食品工業株式会社（本社・工場） 

  ②海外（計７事業所：６工場、１事業所） 

   インドヤクルト・ダノン株式会社（ソニパット・ライ工場）、 

香港ヤクルト株式会社（大埔工場）、無錫ヤクルト株式会社（無錫第 1 工場） 

マレーシアヤクルト株式会社（本社、マレーシア工場） 

ベトナムヤクルト株式会社（ベトナム工場）、天津ヤクルト株式会社（天津工場） 

 

※１ 対象事業所の範囲は、本社および連結子会社とします。 

※２ 株式会社ヤクルト本社本店と同じ竹芝ビル内の事業所。            以 上  



 

 

＜別添資料＞「ヤクルトグループ 環境ビジョン」の概要 

株式会社ヤクルト本社は、２０５０年のあるべき姿として「環境ビジョン２０５０」を定め、バリ

ューチェーンにおける環境負荷ゼロ経営に向け、「温室効果ガス排出量ネットゼロ（スコープ１・２・

３※1）」を目指します。また、当ビジョンに基づいた実効性のある取り組みを推進するため、バックキ

ャスティング思考※2に基づいた「環境目標２０３０」および「環境アクション（２０２１‐２０２４）」

もあわせて策定しました。 

 

ヤクルトは、水、土壌、空気、動物、植物、そして人々が織り成す社会、これらすべてが健康であっ

て初めて、人は健康的に生活できるのであり、健全な社会が築かれるのだと考えています。 

地球温暖化、環境汚染、資源の枯渇、生物多様性の損失など、地球環境が危機的状況にある中で、

「ヤクルトグループ 環境ビジョン」に基づき、環境に負荷を与えずに事業活動を行うこと、そして、

いつまでも人と地球が共に暮らせる社会をつくることを追求していきます。 

 

◆ 「ヤクルトグループ 環境ビジョン」特設ページ 

環境ビジョンに関する詳しい情報は、当社ウェブサイトの特設ページをご覧ください。 

［ＵＲＬ］https://www.yakult.co.jp/csr/environment/vision/index.html 

 

※1スコープ１・２・３ 

 温室効果ガス排出量を把握する範囲 

温室効果ガスのスコープについて（ＧＨＧプロトコルに基づく概要） 

スコープ１：自社の事業活動での燃料使用に伴う直接排出量 

スコープ２：企業が外部から購⼊する電⼒・蒸気・熱に関する間接排出量 

スコープ３：事業活動に関連するサプライチェーンにおける間接排出量 

※2バックキャスティング思考 

 未来のあるべき姿を起点として、現状、何をするべきかを考える思考方法 

 


